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2026 年 7 月 12 日 説教参考資料 

Ⅰテモテ３：１４～１６ 

列王記上 １０：１～１３ 

マルコ ８：２２～２６ 

「真理を知ること」 

 

今日与えられたテモテの第一の手紙の３章 15 節に記された、神の家である教会の土台や柱が真理なの

です。教会にもいろいろな人がその真理をぼやかしてしまう人も居ますが、そこには、教会を支えてい

る人たちが居て、教会の屋台骨を支えている人達がいるのです。3:16 信心の秘められた真理は確かに偉

大です。とキリストの真理であることが記されています。 

旧約聖書のサムエル記上では、ソロモンの知恵と豊かさを見ることはできましたが、ソロモンがたた

える神を知るには至りませんでした。ｼｪﾊﾞは、ソロモンの本当の姿や知恵に触れることはできました

が、その知恵のもとである、唯一の神の真理を知ることはできませんでした。 

今日与えられた、マルコによる福音書は、目の不自由な人のイエス様の癒しで、目が見えるようにな

り、見えた真実は、人という動いている動物は見えますが、人間の心を持たない木のよう

な、目の不自由な人にとっては邪魔な存在な人でしかないのです。イエス様は、再び両手

を当てて癒され、その目の見えなかった人は、今度ははっきり見えるようになりました。

２５節で、木ではなく、心のある人間であると、はっきり見えるようになったのです。 

木のように邪魔な歩く人でしかない、という彼にとっての事実、そして、次の癒しで、そ

の邪魔でしかない木のように移動する人も、心を持った人間であることがはっきり分かっ

たのです。キリストの霊を与えられ、彼も真理の霊で人を見ることが出来たのです。 

 

ところの である  教会   神の   生活する  柱    ＆  土台       真理の   

h[tij evsti.n evkklhsi,a qeou/ zw/ntoj( stu/loj kai. e`drai,wma th/j avlhqei,aj)  
 

直訳：３：１５ｂ・の所の、神の生活する教会は、真理の土台であり柱なのです。 

「真理の柱と土台が、神が生活する教会なのです」 

この土台と柱から、古代のギリシャ神殿を思い浮かべますが、ここでは神の生活する教会の土台であり

柱なのです、雨を凌ぐ屋根を乗せ、風邪を通さない壁のある、神の家としての教会なのです。生活する

場、そして生きる場所なのです。 

風邪を遮る壁となる者、雨を防ぎ、強い日差しを遮る屋根となる者が住む家に神は生きておられるので

す。その屋根や壁を支える柱と土台が真理なのです。 

 

★秘められた真理＝キリスト 

 3:16 信心の秘められた真理は確かに偉大です。すなわち、／キリストは肉において現れ、／“霊”にお

いて義とされ、／天使たちに見られ、／異邦人の間で宣べ伝えられ、／世界中で信じられ、／栄光のう

ちに上げられた。 

    確かに      この上なく である       信仰深い   奥義 
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kai. om̀ologoume,nwj me,ga evsti.n to. th/j euvsebei,aj musth,rion 

¥ }Oj evfanerw,qh evn sarki,(  この、現す 中に 人間（肉体） 

 evdikaiw,qh evn pneu,mati( 正しい事を証明 中に 霊に 

 w;fqh avgge,loij(    天使は見た 

 evkhru,cqh evn e;qnesin(  異邦人に宣べられた 

 evpisteu,qh evn ko,smw|(    世に信じられた 

avnelh,mfqh evn do,xh|)    栄光の中に拾われた 

悪霊が教え信仰から脱落するのです。 

prose,cw プロセコ（①（目的語の to.n nou/n－心を(思いを－が含蓄されて，心

を向ける）注目する，目をとめる，耳を傾ける，使 8:6．②（再帰代 evmautw/|等

を伴い，または含蓄して）自分自身に心を向ける，気を付ける，注意する，用心す

る，警戒する，ルカ 17:3，使 5:35；［avpo 奪格と］～に気を付ける，～を警戒し

ている，マタ 7:15；［mh, 不定詞と］～ないように気を付ける，マタ 6:1．③（再

帰代 evmauto,n 等を含蓄して）自分自身を附属させる，執着する，専念する，熱

中する，ふける（耽る)，固執する；使 8:10，Ⅰテモ 3:8，同 4:1，テト 1:14，ヘ

ブ 7:13． 

語釈から、リビングバイブルの訳に近いかと取れます。 

【LIB】 1Ti 4:1 しかし、聖霊様がはっきりと予告されたように、終末の時代には、教会

の中からも、キリスト様から離れ、悪霊の教えを広める教師の熱心な弟子になる者が現わ

れます。 

キリストによる贖いから、離れ、律法の割礼を信じ、律法による救いへ戻ってしまう。 

今であれば、形のある、豊かな事柄、要するに、目に見える、分かりやすい事柄を見て信

じてしまうのです。見えるものは信じなくても、あるのです。在るものはいずれ朽ち果て

るのです。ですから信じるに値しないのです。 

列王記上 

１０：１～３難問で試し、ソロモンは全てに解答を与えた。４～５節で彼の立てた宮殿、彼の家臣、丁

重な給仕、王が主に捧げる献ものを見て。６～７節で、ソロモンの知恵と富を信じた。 

 

9 節でシバの女王が語る「あなたの神、主はたたえられますように。主はとこしえにイスラエルを愛

し、あなたを王とし、公正と正義を行わせられるからです。」 

との言葉の中に、ソロモンの真実があり、ソロモンの神がイスラエルの神でしかない存在にしか見えな

かったのです。 
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マルコ福音書 

◆ベトサイダで盲人をいやす 

  

▲盲人は見えるようになって「人が見えます。木のようですが、歩いているのが分かりま

す。」 

人という動いている動物は見えますが、人間の心を持たない木のような、目の不自由な人

にとっては、障害物で邪魔にしかならない人が見えていました。 

２４節の de,ndra òrw/ peripatou/ntaj)：木が 見える 歩いている 

■見えます・o`rw/ $a,w% オロウ（①見る，認める，知る，わかる，～に会う．②味わう，

経験する，～に与る． 

 

２５節のはっきり見える 

diable,pw ディアブルポウ 凝視する，しっかり見届ける；はっきり見える) 

この言葉は、新約聖書ギリシア語コンコルダンス by J-ばいぶる GREEK 

diable,pw 
< Mat 7:5 > 

diable,yeij 
動）直未来能2単 

to,te diable,yeij evkbalei/n 

【新共同訳】 Mat 7:5 偽善者よ、まず自分の目から丸太を取り除け。そうすれば、はっきり見えるようになって、兄弟

の目からおが屑を取り除くことができる。 

< Luk 6:42 > 

to,te diable,yeij to. 

【新共同訳】Luk 6:42 自分の目にある丸太を見ないで、兄弟に向かって、『さあ、あなたの目にあるおが屑を取らせて

ください』と、どうして言えるだろうか。偽善者よ、まず自分の目から丸太を取り除け。そうすれば、はっきり見えるように

なって、兄弟の目にあるおが屑を取り除くことができる。」 

の二か所に同じギリシャ語が用いらっれていることから、本当の事、本質を見ることがで

きる心の眼が開かれたのです。 

そのために、唾によらない、イエス様の両手から神の霊が注がれたのだと考えられます。 

偽善者自身の眼から丸太（木）を除くことが出れば、その兄弟のおが屑（小さな木）を取

り除くことができ、みんなが全てをはっきり見ることができるということです。偽善では

ない真実の善である、真理をはっきり理解することができるのです。 
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